
金
揮
官
蹟
志
巻
骨
四

右
の
奇
談
は
卸
ち
新
井
君
美
が
白
石
紳
書
に
載
せ
た
り
。
白
石
先
生

の
停
話
と
い
へ
ど
も
、
夢
物
語
の
や
う
に
て
古
績
の
徴
設
と
も
た
し

離
し
。
去
り
訟
が
ら
金
津
春
日
祉
に
停
へ
た
る
、
鳴
波
瀧
の
俗
談
の

考
笹
と
す
べ
き
か
。
鳴
る
は
灘
と
い
ふ
名
も
‘
=
一
養
雑
記
に
、
左
る

は
憾
の
水
と
い
ふ
は
、
い
に
し
へ
も
の
を
腕
ふ
と
と
に
い
へ
る
は
や

し
飼
と
見
ね
た
り
。
拾
策
抄
に
は
、
営
世
酒
宴
に
三
園
一
じ
や
と
い

ふ
が
如
く
、
む
か
し
は
酒
宴
に
た
る
は
灘
の
水
を
う
た
ひ
し
た
り
と

い
へ
り
。
平
家
物
語
の
額
打
論
に
、
二
人
っ
と
走
り
出
で
、
延
暦
寺

の
額
を
き
っ
て
訟
と
し
、
さ
ん

A
¥に
う
ち
破
り
‘
う
れ
し
や
水
、

た
る
は
灘
の
水
、
目
は
て
る
と
も
た
え
や
た
う
た
り
と
は
や
し
つ
L
、

南
都
の
衆
徒
の
中
へ
ぞ
入
り
に
け
る
。
と
あ
り
。
と
の
は
や
し
詞
、

源
平
盛
衰
記
・
義
経
記
怠
ど
に
も
見
b
た
り
。
日
は
て
る
と
も
た
え

占
y

た
う
た
り
と
い
ふ
と
の
た
う
た
り
は
、
水
の
た
う
/
¥
と
流
る
与

と
い
ふ
に
同
じ
詞
た
り
。
陸
士
衛
が
歎
逝
賦
に
、
水
浴
々
而
日
度
。

註
に
泊
々
・
水
流
貌
と
あ
り
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
此
の
金
津
春
日
駐
に

い
ひ
停
へ
た
る
鳴
は
澗
の
名
も
、
彼
の
は
や
し
詞
よ
り
い
ひ
出
で
た

る
名
に
し
て
.
担
保
の
名
と
せ
し
は
後
人
の
呼
び
そ
め
し
俗
名
た
る
べ

し
。
但
し
今
倫
訟
も
ふ
に
、
奮
本
今
昔
物
語
巻
十
五
に
、
仁
和
寺
の

唱'

飽
に
所
見
た
し
。
若
し
く
は
坪
坂
伯
脅
友
ど
を
ぽ
僻
へ
訣
り
た
る
に

や
。
柴
野
奨
段
目
〈
、
大
樋
町
の
陶
師
長
左
衛
門
が
家
に
古
き
系
闘

あ
り
。
文
中
に
上
聞
の
土
を
取
り
て
陶
器
を
製
錯
し
初
め
た
る
白
書

き
載
せ
た
り
。
上
聞
は
春
日
山
の
小
名
な
る
か
と
い
へ
り
。

。

帯

鹿

山

事
保
十
二
年
の
春
日
枇
記
に
云
ふ
。
談
議
所
離
宮
奉
v
続
昌
武
雄
枇
吋
影

向
峰
在
昌
実
質
谷
東
吋
又
臼
昌
明
星
.
山
ア
俗
稀
a
中
山
吋
山
上
者
帝
鹿
山
麓

之
邑
名
。
た
ど
h

載
せ
た
り
。
今
雑
人
春
日
山
の
紅
葉
を
貧
し
、
帝

盛
山
の
紅
葉
と
絹
し
、
卯
辰
山
八
景
の
一
と
す
。
三
州
志
来
図
概
覚

に
-X
ふ
。
春
日
山
を
帝
由
民
山
と
一
式
ひ
、
架
崎
湖
を
ぽ
大
清
澗
と
一
式
ふ

は
、
吾
が
松
醤
公
詩
賦
の
震
に
名
づ
け
唱
へ
さ
せ
給
ふ
も
の
に
て
‘

時
料
の
良
材
た
り
と
い
へ
り
。

。
天
賀
替

飽
尾
記
に
去
ふ
。
天
賀
谷
は
帝
峰
山
の
諮
り
に
て
、
鳴
は
漉
の
醤
地
の

側
也
。
此
地
越
は
い
に
し
へ
台
密
の
働
閤
多
か
り
け
ん
.
今
も
濁
鈷
金

悌
怠
ど
掘
出
す
事
あ
り
と
春
日
の
枇
家
祷
り
き
。
さ
れ
ば
天
賀
谷
の

名
も
天
蓋
谷
の
意
に
て
‘
旗
天
廷
を
捨
て
し
谷
な
ら
ん
か
と
い
へ
り
。

。
大
師
塚

金
揮
官
蹴
志
巻
骨
四

四

-
・
本
に
は
鳴
は

西
に
鳴
灘
と
い
ふ
所
あ
り
と
載
せ
た
る
鳴
灘
を
ぽ
、

灘
と
す
。
然
れ
ば
鳴
波
灘
と
呼
ペ
る
爆
の
名
も
、
ふ
る
く
よ
り
あ
り

し
事
.
知
ら
れ
け
り
。
去
り
友
が
ら
加
州
河
北
郡
友
る
鳴
波
瀧
の
名

は
、
奮
記
等
に
は
い
ま
だ
見
賞
ら
宇
。

。
春
日
山

此
の
春
日
山
と
呼
ぺ
る
は
、
小
坂
紳
駐
の
紳
山
に
て
、
卯
辰
山
の
尾

縫
き
・
な
れ
ば
、
則
ち
卯
辰
山
の
小
名
た
り
。
往
古
よ
り
此
の
山
脚
に

三
笠
山
の
春
日
大
紳
を
勤
鯖
せ
し
枇
殿
あ
る
に
よ
り
‘
春
日
山
と
掛
併

せ
し
も
の
也
。
故
に
彼
の
境
内
た
る
少
彦
名
称
洞
の
碑
文
に
も
‘
金

披
之
東
有
v
山
。
稀
田
昌
春
日
一
乃
置
=
春
日
紳
廟
-
以
銀
意
。
と
記
載
せ

り
。
道
の
と
も
し
と
競
す
る
俳
書
に
、

此

紳

の

山

た

れ

ば

と

そ

花

に

鹿

北

校

此
は
春
日
祉
奉
納
の
何
た
り
。
そ
も
や
h

八
十
年
の
星
霜
を
経
た
れ

ぽ、
花

に

見

し

鹿

の

行

街

も

秋

悲

し

。
審
白
山
吉
強

小
坂
紳
祉
の
傍
た
る
岳
山
を
ば
、
皐
俗
相
僻
へ
て
、
普
上
岡
伯
岩
固
と

い
ふ
人
の
居
住
せ
し
城
跡
た
り
と
い
へ
り
。
上
回
伯
脊
た
る
人
は
奮

後
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。

大
師
塚
は
上
岡
伯
脅
の
古
墳
の
つ
ど
き
に
て
、
天
賀
谷
の
漣
り
也
。

亀
尾
記
に
-X
ふ
。
何
人
の
墳
墓
な
る
か
静
か
な
ら
宇
0.

近
年
此
墳
墓

を
掘
り
見
し
に
、
石
の
帯
・
曲
玉
・
蜜
或
は
水
晶
た
ど
の
玉
を
ば
務
絡

に
三
杯
ば
か
り
も
掘
り
出
し
た
り
。
共
飴
瑠
璃
の
珠
た
ど
も
あ
り
た

り
と
て
持
侮
ふ
る
も
の
此
越
に
あ
り
と
。
さ
ら
ぽ
高
位
高
官
の
人
の

古
墳
に
て
、
い
と
上
代
よ
り
の
墳
墓
た
る
べ
し
。
と
い
へ
り
。
按
に

大
師
壌
の
名
は
い
か
た
る
曲
線
な
ら
ん
か
。
此
の
地
越
は
河
北
郡
戸

室
山
・
皆
王
山
の
山
脚
な
れ
ば
、
若
し
く
は
彼
の
泰
澄
大
師
の
墳
墓

に
て
も
あ
ら
ん
か
。
泰
澄
が
密
主
山
に
筒
居
せ
し
事
は
、
永
正
五
年

に
螺
越
せ
し
白
山
蹄
定
私
記
に
‘
泰
澄
大
師
は
文
武
天
皇
大
寅
二
年

壬
寅
の
生
年
、
廿
一
歳
護
国
家
法
師
越
大
徳
と
宜
下
あ
り
て
‘
そ
の

以
後
加
賀
の
園
陵
町
王
山
の
燥
錨
に
移
り
住
し
て
‘
只
一
人
観
念
し
て

日
を
選
る
臓
に
、
能
登
嶋
よ
り
沙
揃
一
人
来
現
す
云
々
。
と
見
b
・
土

屋
義
休
の
金
披
隆
盛
私
記
に
は
、
元
正
天
皇
之
御
宇
養
老
元
丁
巳

歳
、
越
泰
澄
大
師
在
a
加
州
皆
王
山
一
一
家
笹
神
勅
-
坐
a
於
一
心
観
念
石
川

郡
河
内
庄
白
山
麓
下
白
山
舟
岡
山
南
妙
法
岩
窟
安
久
瀞
淵
之
上
吋
と

い
ひ
、
河
合
良
温
の
湯
涌
温
泉
飽
に
は
‘
俗
停
。
養
老
年
間
借
泰
澄

披
目
薬
葬
於
硫
資
之
山
-
也
。
途
到
v
此
。
日
後
世
知
v
我
者
観
晶
子
此
↓
乃

五




